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 このような実験が，これまで行われなかった背

景として，実験機を手作業で作らざるを得ない工

程の存在が挙げられる．インフレータブル構造を

実現するためには，少なくとも飛行実験時間内は，

内圧を維持して内部気体が漏れないような精度の

高い溶着技術で作られた機体が必要になる．構造

用の膜材は軽量化のために２０～４０μｍと薄く，

量産になれば専用の金型等を用いることで，漏れ

にくいインフレータブル構造の実現が可能である

が，試作段階においては一定の成果を得られるま

では，手作業での根気のいる試作に頼らざるを得

ない．手作業と金型での製作では，内部気体の漏

洩量が 4～5 桁異なる．本研究においても，２０

分程度の飛行に耐えるインフレータブル構造の飛

行機を実現するまでに３年を要している．最近は

１か月オーダーで漏れを感じさせない構造が実現

できるようになり始めている． 

 なお、別の機会に計測した 2 機，平面形状と質

量を合わせた機体の滑空比を比べたところ，拝み

合わせくるみ方式の機体は 2.75、発泡スチロール

製では 3.18 であった。今回の機体では，拝み合わ

せくるみ方式の非一体型 3.09、一体型 2.0kPs が

2.51、同 1.8kPa が 2.23 となった． 

このような検討を進める中で，惑星探査機への

搭載を目指した，大気球実験や S ロケット実験を

視野に入れた，これまでの経過と近い将来の夢を

下に示す． 

 

＜開発開始＞2014 

＜屋内試験＞2015 
 (1) 離陸 → 飛行 → 着陸 2015 

(2) 運動性能向上（旋回，宙返り）2015 
 (3) 自動展開切り離し→手動飛行 2017 
 (4) 自動操縦 （2019 実施中） 
 (5) 機体剛性の向上 2018 
 (6) 機体形状の維持 （2019 実施中） 

＜屋外：大気圏試験＞2020 以降の予定 
 (7) 屋外飛行 
 (7) 高高度からの落下と自動展開飛行 
 (8) 自動操縦と帰還 
 (9) 宇宙機から切り離しと自動展開飛行 
 (10) 宇宙環境適応化 

＜Ｓロケット搭載＞ 

 (11) 打ち上げと帰還 

＜Ｈ２搭載＞ 

 (12) 打ち上げと惑星展開飛行 

 

７．課題 

インフレータブル飛行機実用化への課題は，試

作段階でのインフレータブル構造の気密性向上と，

目的に適した膜材の調達や適切な溶着方法，そし

てインフレータブル構造自体の設計方法の確立で

ある．そのうえで，機体の加圧限界を更に向上さ

せ，機体の剛性をより高めることにより，屋外飛

行に対応できる機体が実現可能と思われる． 

その後，折り畳んだ状態からの展開性の向上，

操作性及び安定性の向上，オートパイロット化，

自動展開装置については展開速度の向上，フィー

ドバック制御化等の検討が必要となってくる．ま

た無尾翼機以外のインフレータブル機体形状を模

索することで，より安定した飛行が行える機体の

模索が可能になると考える． 

 

８．まとめ 

 オールインフレータブル飛行機を PFV に用い

ることを提案し，現在の進捗状況を報告した．今

後は，大気球搭載により高高度からの自動展開自

動操縦の実験を目指した取り組みを行いたい．  
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